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重
が

高
い

一

方
で

、

大
正
・

昭

和
戦

前
期

、

と

り
わ

け
「

十
五

年
戦

争

期
」

（
或
い

は
「

フ

ァ

シ

ズ
ム

期
」

、

「

総
力

戦
期
」

、
「

準
戦
時
下
・

戦
時

下
」

）

に

対
す
る

関
心
度
が

著
し

く
低
い

と

し
て、

そ
こ

に

「

近
代

宗
教

研
究
の

脆
弱
さ

が

あ
る
」

と

指
摘
し

て

い

た

が
、

こ

れ

も
近

年
、

先
の

畔

上
や

昆
野

、

阪
本
是
丸
な

ど
の

研
究
が

出
始
め

て

い

る
。

　

そ
こ

で

本
パ

ネ
ル

で

は
、

「

国
家
神
道
」

（

近

年
に

お

け
る

研
究
の

進
展

に

伴
い

、

逆
に

そ
の

定
義
は

混
迷
を

極
め
て

い

る

た

め
、

こ

こ

で

は

あ
え

て

概

念
規

定
は

ひ
と

ま

ず
棚
上

げ
に

し

て

お

く
）

研

究
の

現
状

（

到

達

点
）

を

踏
ま
え
つ

つ
、

こ

れ

ま
で

比

較
的
手
薄
で

あ
っ

た

時
期
に

お

け
る

個
別
課
題
の

考・
祭
を
通
し

て
、

次
な
る

研
究
段
階
へ

の

展
望
（
主
に

神
道

史
が

蓄
積
し
て

き
た

制

度
史
的
な
基

礎
研
究
の

成
果
を

共
有
財
産
と
し
た

上
で

の

社
会
史
的
・

思

想
史
的
研
究）

を

試
み

る

こ

と
を
目
的
と
し
た

。

具
体

的
に

は
、

昭
和

戦

前
期
の

神
社
・

神
道

に
お

け
る

「

公

共
性
」

と

「

宗
教

性
」

の

相
剋
を
主

題
と
し

て
、

新
た

な
「

国
家
神
道
」

研
究
へ

の

足
掛
か

り
に

す
べ

く
、

藤
田

大
誠
の

司

会
の

も
と

、

齊
藤
智
朗
・

藤
田
・

藤
本
頼
生
・

昆
野

伸
幸
に

よ
る

四

発
表
の

後
、

小
島
伸
之
が
コ

メ

ン

ト
を

行
い

、

討
議
を
行
な
っ

た
。

　
小

島
か
ら
は

、

当
該

時
期
の

著
名
な

神
道
人
で

あ
る

今
泉
定
助
に

対
す

る

評
価
の

問
題
（
彼
の

言
説
が

特
に

「

抑
圧
的
な
議

論
」

で

あ
っ

た
か

否

か
）

、

神
祗
院
が

実
施
し

よ

う
と

し

た

神
社
（
無

格
社）

整
理
の

要
因
の

問
題
（

経
済
的

な
も
の

か、

思

想
統
制
的
な

も
の

か）
、

さ
ら
に

は

齊
藤

発
表
が

提
示
し

た
「

国
家

神
道
」

研

究
の

展
望
（
特
に

「

神
社

非
宗
教

論
」

や

「

国

民
の

神
社

崇
敬
・

信
仰
」

の

観
点）

に

お
い

て

他
の

三

発
表

は

ど
の

よ

う
に

位

置
付

け
ら
れ
る

の

か
と
い

う

問
題
が
提
起
さ
れ
、

各
発

表
者
が

回
答
し
た

。

ま
た、

フ

ロ

ア

か
ら
は

、

本
パ

ネ
ル

で

は

神
社
神
道

に

係
わ

る

制

度
や

思
想
の

検
討
に

限

定
さ

れ
て

い

る

が
、

「

国
家
神
道
」

研
究
に

お
い

て
、

神
社
神
道
研
究
の

比
重、

或
い

は

皇
室
（
宮
中）

祭
祀

や

靖
國
神
社
（

戦
没
者
慰
霊
）

な
ど

の

要
素
を
如
何
に

考
え
る

の

か
、

と

い

う
問
い

掛
け
が

な
さ

れ
た

。

こ

れ
に
対
し
発
表
者
ら

は
概
ね

、

個
々

の

具
体
的
な
歴
史
的

研
究
の

成
果
か
ら
い

え
ば、

こ

れ
ら

の

要
素
を
全
て

含

ん

だ

広
い

外
延
を

持
つ

「

国
家
神
道
」

概
念
に

は

疑
念
が
あ
り、

そ
れ
よ

り
も
神
社
神
道

、

皇
室

祭
祀

、

靖
國
神
社
の

相
互

関
係
に
着
目
し

つ

つ
、

当
時
の

「

理

想
」

と
「

現

実
」

を
踏
ま
え
た
議
論
こ

そ
必
要
と

の

見
解
を

示
し
た

。

討
議
は

活
発
に

行
な
わ
れ

た

が
、

想
定
し
て

い

た

昭
和
戦
前
期

に

お

け
る

「

社
会

的
抑
圧

性
」

と

「

国
家
神
道
」

と
の

係
わ

り
に
つ

い

て

の

議
論
に

ま
で

は
至
ら
な
か
っ

た
こ

と
が

惜
し

ま
れ

る
。

神
祗

伯
白
川
家
と

伯

家
神
道

　

　
　

代
表
者
　
山
口

剛
史

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
幡
鎌
一

弘

　

　
　
　

司
会

　
井
上

智
勝

諸

国
門
人
帳
に

み

る

白
川
家
の

門
人

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

金
光

　
英
子

　
は

じ
め
に

　

白
川

家
と

は、

神
祗
官
の

長
官
で
、

朝

廷
の

儀
式
や

御
拝

作
法

を
天

皇
・

皇
族
・

摂
家
に

伝
授
す
る

と
と
も
に

、

全
国
の

神
社
を
支
配
し
て

い

た
。

室
町
時
代
以
降
は
、

神
祗
官
の

次

官
で

あ
っ

た
吉
田

家
が

台
頭
し、
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白
川
家
は

朝
廷
の

儀
式
や
御
拝
作

法
を

伝
授
す
る
に

と
ど

ま
る
よ

う
に

な

っ

て
い

っ

た
。

　
『

諸

国
門
人
帳
』

の

作
成

　
江
戸
時
代
初

期
に

白

川
家
が

支
配
で

き
た
の

は、

松
尾
社
・

稲
荷
社
・

大
原

野
社
・

廣
田

社
・

日
御

碕
社
の

五

社
に

と
ど

ま
っ

て

い

た
。

さ
ら

に、

寛
文
五

年
の

諸
社

禰
宜

神
主

法
度
（
神
社
条
目）

に
よ

り
「

無
位
の

社
人
は

吉
田
家
の

許
状
を
以
て

着
用
せ

よ
」

と

定
め

ら
れ
た

た
め
、

全
国

の

無
位
の

社
人
は
、

吉
田
家
よ
り
装
束

着
用
の

許
可
を
得
な

け
れ
ば

な
ら

ぬ

こ

と
と
な
っ

た
。

そ
れ
ゆ
え

、

無
位
の

社
入
は

す
べ

て

吉
田
家
の

許
可

を

得
る

よ

う
に

な
っ

た

は
ず
で

あ
る

。

と
こ

ろ

が、

天
明
二

年
に

再
度、

お

触
れ

を
出
し

て

い

る
。

そ
れ
は、

こ

の

神
社
条
目

ど
お

り
で

な
か
っ

た

こ

と
を

物
語
る

。

事
実、

相
当
数
の

社
が、

白
川
家
に

附
属
し、

神
主
は

入
門
し

て

い

る

こ

と
が

『

諸
国
門
人
帳
」

で

わ

か
る

。

文
化
五

年、

時
の

神
祗

伯
で

あ
る

資
延
王

は
四

人
の

雑
掌
に

よ

り
、

四

冊
の

『

諸
国

門
人

帳
』

を

作
成
さ

せ

始
め

た
。

　
『

諸
国
門
人
帳
1

古

帳
の

写」

　
八

年
後
の

文

化

＝
二

年
に

は、

『

諸
国
門
人

帳
−
古
帳
の

写
』

と
『

神
社

附
属
帳』

を
整
え
さ

せ

て

い

る
。

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

慶
長
以

後
貞
享
ま
で

の

約
九
〇

年
間
に

は

三

杜
が
、

元
禄
の
一

七

年
間
に

は
七
社
が
、

そ
の

後

の

寛
延
ま
で

の

約
五

〇

年
間
に
は

五

四

社
が

附

属
し

て

い

る
。

こ

の

直
後

に

宝

暦
・

明
和
事
件
が

起
こ

る
。

に

も
か
か

わ
ら

ず
、

宝

暦
年
間
の
一

四

年
の

間
に

は

四
一

社
が
、

明
和
年
間
の

九

年
間
に

は

二

二

社
が

増
加
し
て

い

る
。

『

諸
国
門
人
帳
』

に

よ
れ
ば
、

宝
暦
年

間
に

七

五
件
一

六
三

人
が、

明
和

年
間
に
九
三

件
一

四

三

人
が

入

門
し
て

い

る
。

こ

の

時、

白
川
家
は

雅
富
王
の

時
代
で、

臼

井
雅
胤
が

学
頭

、

宝

暦
元
年
に

は
白

川
邸
内
に

八

神
殿
が
再
興
さ
れ、

宝

暦
四

年
に

は

『

伯
家
部
類
」

が

で

き
て

い

る
。

さ

ら

に、

資
顕
王
は

、

竹
内
式
部
に

師
事
し、

森
昌
胤
を

学
頭
に

し
て

い

た
。

　
『

諸
国
門
人

帳
　
甲
乙

丙
丁
』

　

資
延
王
の

時
代
に

作
ら

れ
始
め
た

『

諸
国
門
人
帳
』

に
よ

れ
ば
、

文
化

五

年
か

ら
慶
応
四

年
ま
で

に

入
門
し

た

門
人
は、

二

八
八
八

名
に

の

ぼ
る

。

門
人
帳
で

職
業
の

判
明
し
た
も
の

は

約
半
数
の
】

五

二一
二

名
で
、

神
主

関

係
者
九

五
三

名、

大
工

＝
ハ

九

名
、

百
姓
七
八

名、

公
卿
六
六
名、

武
士

五

六
名
な
ど
で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

神
工

達
は、

ほ

と

ん

ど

が
無
位
で

あ
る

の

に
も
か
か

わ

ら

ず、

白
川
家
へ

初
入
門
や

継
目
入
門
な
り
し
て
、

鳥
帽

子
と

か

冠
斎
服
な
ど

の

装
束
着
用
の

許
状
を
受
け
て

い

る
の

で

あ
る

。

　

神
社
条
目
に
よ

れ
ば
、

必
ず
吉
田
家
よ

り
許
状
を
得
な
け
れ
ば

な
ら

ぬ

は

ず
の

人
々

が、

白
川
家
よ

り
許
状
を
受
け
る

に

つ

い

て

は
、

吉
田
家
と

の

関
係
は

避
け
が

た

く
起
こ

っ

て

く
る

。

『

諸
国

門
人

帳
』

の

な
か
に

は
、

八

四

件
に
及
ぶ

吉
田
家
と
の

関
係
の

記
事
が
あ
る

の

は
、

こ

の

こ

と
を

物

語
っ

て

い

る
。

こ

れ
ら
を
一

〇

年
毎
に

ま
と

め

て

み

る

と

幕
末
の
一

〇

年

間
が
、

激
増
し
て

い

る
。

　

寺
社
奉
行
の

吟
味
を
越

え
て

　

天
保
一
一

年
五

月、

江
戸
に

白
川
家
は

学
寮
を

設
置
し、

平
出
篤
胤
と

斉
藤

義
彦
が

学

師
に

補
任
さ
れ

た
。

し

か
し
、

翌
一

二

年
平
田

篤
胤
に

は
、

著
述
差
し
止
め

と

国
元
帰
還
が

命
じ

ら
れ

、

秋
田
に
帰
る

こ

と
と
な

っ

た
。

同
年、

井
ヒ

正

鐵

が
寺
社
奉
行
の

命
で

揚
屋
入
り、

天
保
一

四

年

関
東
執
役
代
の

南
大
路
佐
兵
衛
が、

重
追
放、

弘
化
三

年
江
戸
執
役
の

内

藤

織
部
が
軽
追
放
と

な
り、

取
調
中
の

下
役
の

二

人
が

死
亡

す
る

な

ど
、

処
罰
さ

れ
る

こ

と
が

続
い

た
。

そ
の

よ

う
な
中

、

工

夫
を
こ

ら
し

な

が

ら

白
川
家
へ

の

入
門
者
は
、

増
加
し
続
け
て

い

っ

た
。

白
川
家
か
ら

の

働
き

（795）73
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か

け
も

あ
っ

た
が

、

庶
民
の

な
か

に

も
白
川

家
と
つ

な
が

り
た

い

要
求
も

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

白

川
家
の

社
祠
勧
遷
と

位
階
執
奏

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

石
川
　
達
也

　
近

世
期
に

神
社、

神
職
を
支
配

し
て

い

た

吉
田、

白
川
両
家
の

う
ち、

古
田
家
は

寛
文
五

年
（

一

六

六
五
）

の

神
社
条
目
に

よ

り
全

国
の

社
人
に

対
し

装
束
許
可
な
ど

を

通
じ

て

支
配
を

及
ぼ

し
た

。

一

方
の

白
川
家
は
、

主
に

朝
廷
儀
式
の

執
行
や

伝
授
を

中
心
と

し
て

お

り、

当
初
は
｝

般
的
な

神
社
へ

の

執
奏
や
勧
遷
は

少
な
か

っ

た
。

し
か
し、

近
世
後
期
に

は

白
川

家
も
地
方
へ

展
開
す
る

よ

う
に

な

り、

そ
の

対
象
は

吉
田
家
の

後
発
で

あ

る

が
故
に、

専
業
神
職
だ

け
で

は

な

く
商
人、

職
人
や
農
民
な
ど

に
も
及

ん

だ
。

特
に、

神
社
勧
遷
に

つ

い

て

は
、

白
川
家
が
執
奏
家
を
務
め
る

伏

見
稲
荷

神
社
の

影
響
か、

稲
荷
大
明
神
が

非
常
に

多
く
み

ら

れ
る
。

　
こ

の

よ
う
な
白
川
家
の

社
祠
勧
遷
と

神
職
位
階
の

執
奏
に

つ

い

て

は
、

金

光
図

書
館

所
蔵
の

「

諸
国

勧
遷

留
」

、

「

筆
鏡
」 、

「

諸

国
願

書
并
証
文

砌
田
」 、

「

諸
国
執

奏
留
」

（
享
和
二

年
（
一

八

〇
二
）

ー
明
治
元
年
（

一

八

六
八
）
、

合
計
三

十
三

冊
）

の

白
川
家

関
係
資
料
の

検
討
が

非
常
に

重
要

に

な
っ

て

く
る

。

先
行

研
究
に

よ

れ

ば
、

諸
国
か
ら
の

勧
遷
の

出
願
は
、

文
政

十
年
（
一

八
二

七）

か
ら
急
増
し、

そ
れ
以
降
は
毎
年
ほ
ぼ
一

〇
〇

件
〜

二

〇

〇

件
の

出
願
が

あ

り
特
に

文
久
三
年
（
一

八
六
三
）

に

は
一
一

四
〇

件
と

最
多
を

記
録
し

て

い

る
。

勧
遷
の

規

模
は

、

「

村
方
鎮
守
」

「

敷

地

鎮
守
」

「

家
神
棚
」

な

ど

が

あ
り、

勧
遷
以

外
に

も
「

額
」

（
染

筆）

や

「

御
祈
疇
」

（
御
守）

の

希
望
も
あ
り、

こ

れ
ら
も
勧
遷
と
同
様
に

時
代
が

下
る

に

従
い

増
加
し
て

い

く
。

こ

の

背

景
に

は
、

「

申
次
」

と

呼
ば

れ
る

仲
介
者
の

存
在
が

あ
る

。

彼
ら
は、

白
川

家
の

門
人

、

出

入
商
人、

旅

籠、

飛
脚
問
屋

な
ど

様
々

な
立

場
で

あ
る

が
、

い

ず
れ

も
白
川

家
に

認
め

ら

れ
諸
国
の

願
書
を

取
り
次
い

で

い

る
。

出
願
国
数
で

は、

武
蔵
国

、

相

模
国
が

突
出

し
て

多
い

が
、

こ

れ
は

仲
介
を

白
川

家
関
東
役
所
（
執

役

所）

が

行
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
ろ
う

。

仲
介
者
は

多
様
な
立

場
で

あ
り

、

そ
の

取
り
扱
う
地
域
や
内
容
に

つ

い

て

今
後
更
な

る

検
討
を

加
え
る

必

要

が

あ
る

。

　
白
川

家
側
の

記

録
で

あ
る
「

勧
遷
留
」

に

は
、

神
名
の

他
に

、

「

村

方

鎮
守
」 、
「

屋
鋪
鎮
守
」

な
ど

の

種
別、
「

官
金
」

と

称
す
る
必

要
経
費
の

金

額、

「

願
主
」

と

「

申
次
」

と
い

う
仲
介

者
の

名
前
が

記
載

さ
れ

て

い

る
。

一

方
そ
れ

に
対
応
す
る
白
川
家
か

ら
の

勧
遷
状
や
副

翰
（
添
状）

に

は
、

何
の

神
を

勧
請
し
た

か
の

他
に、

祭
祀
を
怠
慢
な
く
行
い

永
世
尊
信

を

尽
く
せ
ば

五

穀
曲

豆

饒
、

子

孫
永
久
の

幸
い

が

あ
る

旨

の

記
載
が

さ
れ

る
。

ほ

ぼ

同
一

の

文
章
で

あ
る

が
、

「

村
方
鎮
守
」

の

場
合
は

「

村
中

繁

栄
」

、

「

敷
地
鎮
守
」

の

場
合
は

「

家
門
繁
昌
」

と

い

っ

た

具
合
に
、

そ
れ

ぞ
れ
に

適
応
し
た
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

こ

れ
ら

白
川

家
か

ら

発
給

さ
れ
た

文
書
は

地
域
に

伝
存
し
て

い

る

場
合
も
あ
り

、

併
せ
て

見
て

い

く

必

要
が

あ
る

。

本

報
告
で

は、

「

勧
遷

留
」

に

記
載
の

あ
る

十
一

件
を
は

じ
め
と

し
て、

関
東
地
方
（
埼
玉
・

群
馬
・

神
奈
川）

の

若
干
の

事
例
を

紹
介
す
る

。

　
「

勧
遷

留
」

の

存
在
し
な
い

享
和
二

年
以
前
の

資
料
か
ら
は

、

江
戸
前
・

中
期
に

お
け
る

白
川
家
の

活
動
を
知
る

こ

と

が
出
来
る

が
、

そ
の

数
は
そ

れ
ほ

ど

多
く
は

な
い
。

し
か

し

中
に

は
、

安
永
二

年
（
一

七

七
三
）

に

は
、

吉
田
・

白
川
両
家
に

出
願
し

、

後
に
白
川
家
の

支
配
を

受
け
る

（
後

期
に

門
人
と
な
る）

こ

と
に

な
る

相
模
国
大
住
郡
の

大
工

（
大
山

阿
夫
利

74（796）
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